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Bridge Report  トラスト・テック（２１５４） 
 

 

－ 株式情報 －   

株価 発行済株式数（自己株式を控除） 時価総額 ROE（実） 売買単位   

2,310円 9,590,458株 22,154百万円 21.8% 100株   

DPS（予） 配当利回り（予） EPS（予） PER（予） BPS（実） PBR（実）   

60.00円 2.6% 112.99円 20.4倍 400.95円 5.8倍   

*株価は 3/27終値。発行済株式数は直近四半期末の発行済株式数から自己株式を控除。ROE、BPSは前期末実績。 

－ 連結業績推移 － （単位：百万円、円） 

決算期 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 EPS DPS（配当） 

2011年 6月(実) 13,588 443 486 427 4,501.39 2,800.00 

2012年 6月(実) 15,459 629 667 354 3,726.15 2,800.00 

2013年 6月(実) 14,915 718 804 460 4,839.00 3,000.00 

2014年 6月(実) 17,645 1,291 1,319 797 83.75 50.00 

2015年 6月(予) 22,000 1,780 1,800 1,080 112.99 60.00 

*予想は会社予想。13年 7月、1株を 100株に分割。 

直近の株価に更新して下さい。 

 

 

 

 

トラスト・テックの 2015年 6月期上期決算について、ブリッジレポートにてご報告致します。 
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今回のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．会社概要 

メーカーの技術開発部門や製造部門を対象とした人材派遣及び業務の請負・受託を中心に事業展開。製造部門向け派遣・業務請

負・受託の（株）TTM、香港を拠点に中国で事業展開する日系企業向けに人材サービスを提供する香港虎斯科技有限公司（HKTT）及

び、障がい者雇用を目的とした特例子会社の共生産業（株）の連結子会社 3 社と共にグループを形成し、メーカー向けのトータルソリ

ューションの提供を特長としている。 

 

【事業内容 － 開発/設計（上流）から製造/流通（下流）まで一気通貫の人材サービスを提供 －】 

事業は、開発・設計や、研究開発における技術分野の派遣、請負、業務委託を手掛ける技術者派遣・請負・委託事業、子会社の事業

領域で製造工程業務等の請負・受託を手掛ける製造請負・受託・派遣事業、障がい者雇用促進事業、及び神奈川県相模原市に保有

する不動産の賃貸を手掛ける不動産賃貸事業の 4セグメント。開発・設計（上流）から製造・流通（下流）まで一気通貫のサービスを提

供する事で「技術」と「製造」の事業間シナジーを追求している。 

  

技術者派遣・請負・委託事業（15/6期第２四半期 売上構成比 58.4％） 事業主体：（株）トラスト・テック、香港虎斯科技有限公司

（HKTT） 

売上の約 8 割を占める技術者派遣と業務請負・委託を中心に、技術者の人材紹介、紹介予定派遣にも対応している。技術者派遣で

は、同社の技術社員が研究・開発、設計・解析、試作・実験、生産技術等の業務に従事しており、派遣期間に制限がない。また、香港

虎斯科技有限公司（HKTT）が、中国で事業展開する日系企業向けに人材サービスを行っており、ベトナム、インドネシア等、東南アジ

アへ進出する企業への対応も進めている。尚、当事業に就業する技術社員は「常用雇用者」であり、期間の定めのない雇用契約を

締結している。 

15/6期第２四半期の業種別売上構成比は、輸送用機器 51％、電気機器 27％、機械 11％、精密機器 2％、その他７％。 

 

製造請負・受託・派遣事業（同 売上構成比 41.3％）  事業主体：（株）TTM 

請負は主に顧客企業の構内において、同社が業務遂行指示や管理業務を含めて、加工・組み立て、仕上げ、検査、梱包・出荷等の

作業を行うもので、一般の製造業同様に労働基準法等の関係法令の規制を受ける。売上の約 4割が請負・受託で、約 6割が派遣。 

15/6期第２四半期の業種別売上構成比は、電気機器20％、輸送用機器17％、機械14％、建材・住宅設備機器11％、印刷関連9％、

食料品５％、その他製品３％、その他 21％。 

 

障がい者雇用促進事業    事業主体：特例子会社 共生産業（株） 

特例子会社 共生産業（株）が、重度の知的障がい者を主体に雇用し、梱包業務・クリーニング業務等の軽作業や（株）トラスト・テック

が神奈川県相模原市に所有する不動産の保全業務を手掛けている。障がい者が健常者と同じ職場で役割分担をしながら安心して働

ける職場の提供を目的としたCSRの一環としての事業である（障がい者雇用率は法定の 2％を上回る水準を維持している）。 

・15/6期上期は前年同期比17.8％の増収、同4.3％の経常増益。自動車関連向けや半導体関連を含む電気機器向けを中心に技術

者派遣・請負・委託の売上が同 27.9％増と伸びた他、製造請負・受託・派遣事業の売上も、業界全体がマイナス成長となる中で同

6.0％増加。事業拡大に向けた営業・採用拠点開設に伴う人件費や不動産費用等の増加を吸収して営業利益が同 4.9％増加した。 

 

・通期業績予想に変更はなく、通期で前期比 24.7％の増収、同 36.5％の経常増益。技術者派遣・請負・委託事業が同 35.9％増、製

造請負・受託・派遣事業が同11.3％増と共に二桁の増収を見込む。営業・採用拠点の拡充等による営業費用の増加を吸収して営業

利益が同 37.8％増加する見込み。期末配当は記念配 10円を落とし、普通配を 15円増配の 35円を予定（年 60円）。 

 

・技術者派遣・請負・委託事業が好調だ。稼働技術者数は、この 1 年間で 415 名増加と驚異的な伸びを示した。「需要は旺盛だが、

人材確保が思うに任せない」と言うのが、この業界の悩みだが、人材を確保できたところで、職場が自分に合わなければ技術者は

すぐに辞めてしまうし、要求したスキルが無ければ派遣した社員が顧客から突き返されてしまう。稼働技術者数を増やしていくに

は、営業活動における顧客ニーズ（必要とするスキル）の正確な把握と、採用活動における応募者のスキルと適正の見極めが必

要となる。営業力と採用力、そしてその結果としてのマッチング力が同社の強みである。 

http://www.bridge-salon.jp/
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【トラスト・テックの強み  － 営業力、採用力、教育・研修、請負化の実績、及び国際化対応力 －】 

同社の強みとして、営業力、採用力、技術者への教育・研修、請負化の実績、及び国際化対応力の 5 点を挙げる事ができる。全国へ

展開する拠点ネットワークとグループの総合力を源泉とし、全国の拠点に配置された採用担当者と営業担当者が連携する事で即戦

力の人材を機動的に採用でき、顧客企業のニーズにタイムリーにマッチングできることが同社の強みであり、顧客企業からも評価さ

れている。 

 

入社後には、教育・研修のカリキュラムが用意されており、技術者一人一人が目標設定を行うスキルアップ計画を立て、技術者、当

社担当者、顧客企業の三者で進捗管理を行うことで、個々のスキルアップ推進を行っている。また、企業によっては、「派遣」から「請

負」へ人材サービスの利用を切り替える場合もあるが、自己完結で結果責任（生産量、品質、コスト）が求められる「請負」は、「派遣」

のノウハウしかない人材サービス会社にはハードルが高い。同社は業務請負で豊富な実績を有し、自社の開発センターでの受託業

務にも対応が可能だ。更に、香港の現地法人（HKTT）は、人材紹介などにより日系企業の中国進出支援や中国現地企業向けサービ

スで実績を有し、人材サービス会社の海外展開では先頭集団を走る。東南アジアへの展開を視野に入れ、事業を進めている。 

 

 

【ROE分析】           

  10/6期 11/6期 12/6期 13/6期 14/6期 

ROE 10.09% 13.89% 10.92% 13.60% 21.81% 

売上高当期純利益率 2.52% 3.15% 2.29% 3.09% 4.52% 

総資産回転率 2.65回 2.85回 3.01回 2.77回 2.94回 

レバレッジ 1.51倍 1.55倍 1.59倍 1.59倍 1.64倍 

＊ROE（自己資本利益率）は「売上高当期純利益率（当期純利益÷売上高）」、「総資産回転率（売上高÷総資産）」、「レバレッジ（総資産÷自己資本、

自己資本比率の逆数）」の 3要素を掛け合わせたものとなる。ROE ＝ 売上高当期純利益率 × 総資産回転率 × レバレッジ 

＊上記は決算短信及び有価証券報告書のデータを基に算出しているが、算出に際して必要となる総資産及び自己資本は期中平残（前期末残高と当

期末残高の平均）を用いている（決算短信及び有価証券報告書に記載されている自己資本比率は期末残高で算出されているため、その逆数と上記

のレバレッジは必ずしも一致しない）。 

 

東証発表の「決算短信集計」によると、14年 8月 15日現在の東証 1部上場企業の 13年度の ROEは、金融を除く全産業 8.66％（前

期は 5.33％）、製造業 8.55％（同 4.81％）、非製造業 8.81％（同 6.07％）。 

同社は正社員による収益性の高い技術者派遣・請負・委託事業と有期雇用契約社員による機動力と資産効率を特徴とする製造請

負・受託・派遣事業のハイブリッド経営により、高い利益率と優れた資産効率を実現すると共に健全な財務体質を維持する事で上場

企業の平均を大きく上回る ROEを実現している。 
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２．中期経営計画 

同社の中期経営計画は、その時節の経済動向や市場環境を踏まえて3ヵ年の経営目標数値を毎年設定するローリング方式を採用し

ている。直近の中期経営計画（15/6 期～17/6 期）では、顧客企業の人材需要が今後も継続する事を前提として、高い成長率を見込

んでおり、2年目以降の売上高及び経常利益の目標値をレンジで設定した。 

 

 

（１）基本方針と戦略 

基本方針  「技術者派遣・請負・委託事業」を軸に業容拡大に注力し、利益率の向上と安定的な株主還元を行う 

上記基本方針の下、技術系業務にフォーカスして、営業（需要の取り込み）と採用（供給力の強化）の両面から強化を図ると共に、社

員のスキルアップを支援して全社的な技術の底上げを図り、顧客ニーズに応えていく考え。具体的な戦略として、「技術系営業拠点

の全国展開強化」、「技術者の中途採用の活動拠点拡大と社員教育強化」、及び「新卒採用の本格化」、という 3 つの戦略を挙げてい

る（これまで同社は圧倒的な強みを有する中途採用での戦力補強に注力していたが、新たに新卒採用にも本格的に参加し、事業規

模の拡大を図る）。 

 

「技術系営業拠点の全国展開強化」 

全国に営業ネットワークを広げ、既存顧客の深耕と新規顧客開拓を加速する。14/6期末に 14拠点だった営業拠点を、15/6期末まで

に 20拠点に増やし、更に 17/6期末までに 30拠点に拡大させる。 

 

「技術者の中途採用の活動拠点拡大と社員教育強化」、「新卒採用の本格化」 

採用担当者の増強と採用エリアの拡大で強みである中途採用力に磨きをかけると共に、新卒採用による技術社員の自社育成にも取

り組み技術社員数の増員ペースを上げていく。中途採用の拠点については、14/6 期末に 15 拠点だった採用拠点を、15/6 期末まで

に 22拠点に増やし、更に 17/6期末までに 40拠点に拡大させる計画。 

一方、新卒採用による技術社員の自社育成では、新卒採用を本格的に開始すると共に、新卒の早期戦力化に向け教育体制の充実

を図る。教育体制の充実では、CAD 研修のための施設及び機器を拡充する他、1 ヶ月を超える独自の研修プログラムを導入。入社

前及び入社後の研修の充実も図る。また、ひとりひとりのキャリアアッププランに基づき配属先の業務内容をステップアップさせる等、

社員のキャリアアップも支援する。 

 

 

（２）数値計画 

売上高・経常利益計画 

 14/6期 実績 15/6期 予想 16/6期 計画 17/6期 計画 

連結売上高 176億 45百万円 220億円 280億円～300億円 360億円～400億円 

連結経常利益 13億 19百万円 18億円 28億円～30億円 45億円～50億円 

連結経常利益率 7.5％ 8.2％ 9.3％～10.0％ 11.3％～12.5％ 

 

16/6 期計画及び 17/6 期計画はレンジでの設定となった。下限値は、輸送用機器関連を軸に全国展開を強化し、新卒採用の増強で

必要な人員を確保したケースを想定している。一方、上限値は、電機メーカー等の人材ニーズも回復し、このニーズの取り込みによ

る上積みを図ったケースを想定している。 

 

セグメント別計画                     （単位：百万円） 

  
14/6期       

実績 

15/6期      

予想 

16/6期 計画 17/6期 計画 

下限 構成比   上限 構成比 下限 構成比   上限 構成比 

技術者派遣・請負・委託 9,590 13,036 17,935 64.1% ～ 18,435 61.5% 24,435 67.9% ～ 25,935 64.8% 

製造請負・受託・派遣 7,993 8,900 10,000 35.7% ～ 11,500 38.3% 11,500 31.9% ～ 14,000 35.0% 

障がい者雇用促進 9 9 10 0.0% ～ 10 0.0% 10 0.0% ～ 10 0.0% 

不動産賃貸事業 52 54 55 0.2% ～ 55 0.2% 55 0.2% ～ 55 0.1% 

連結売上高 17,645 22,000 28,000 100.0% ～ 30,000 100.0% 36,000 100.0% ～ 40,000 100.0% 

連結経常利益 1,319 1,800 2,800 10.0% ～ 3,000 10.0% 4,500 12.5% ～ 5,000 12.5% 
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３．2015年 6月期上期決算 

（１）上期連結業績         （単位：百万円） 

  14/6期 上期 構成比 15/6期 上期 構成比 前年同期比 期初予想 予想比 

売上高 8,420 100.0% 9,918 100.0% +17.8% 10,027 -1.1% 

売上総利益 2,063 24.5% 2,322 23.4% +12.5%  - - 

販管費 1,438 17.1% 1,667 16.8% +15.9%  - - 

営業利益 624 7.4% 655 6.6% +4.9% 655 +0.0% 

経常利益 643 7.6% 670 6.8% +4.3% 660 +1.6% 

当期純利益 386 4.6% 423 4.3% +9.5% 396 +7.0% 

※数値には（株）インベストメントブリッジが参考値として算出した数値が含まれており、実際の数値と誤差が生じている場合があります（以下同じ）。 

 

前年同期比 17.8％の増収、同 4.3％の経常増益 

売上高は前年同期比 17.8％増の 99億 18百万円。自動車関連向けや半導体関連を含む電気機器向け等が増加した技術者派遣・請

負・委託事業の売上が同27.9％増と伸長。業界全体がマイナス成長となる中で複数の解約案件が発生した製造請負・受託・派遣事業

の売上も同 6.0％増加した。 

 

経常利益は同4.3％増の 6億70百万円。事業拡大に向け、営業拠点6拠点、採用拠点7拠点を開設した事に伴う人件費や不動産費

用等の増加で販管費が 16億 67百万円と同 15.9％増加したものの、増収効果で吸収。税負担の減少で四半期純利益は 4億 23百万

円と同 9.5％増加した。 

 

 

（２）セグメント別動向     （単位：百万円） 

  14/6期 上期 構成比 15/6期 上期 構成比 前年同期比 

技術者派遣・請負・委託 4,526 53.8% 5,790 58.4% +27.9% 

製造請負・受託・派遣 3,863 45.9% 4,096 41.3% +6.0% 

障がい者雇用促進 4 0.1% 4 0.0% +2.3% 

不動産賃貸事業 26 0.3% 26 0.3% +0.0% 

連結売上高 8,420 100.0% 9,918 100.0% +17.8% 

技術者派遣・請負・委託 487 75.9% 560 83.5% +14.9% 

製造請負・受託・派遣 145 22.5% 108 16.2% -25.2% 

障がい者雇用促進 2 0.3% -5 -0.9% -377.7% 

不動産賃貸事業 8 1.3% 7 1.2% -3.9% 

調整額 - - - - - 

経常利益（構成比は経常利益率） 643 7.6% 670 6.8% +4.3% 

 

技術者派遣・請負・委託事業 

売上高 57億 90百万円（前年同期比 27.9％）、経常利益 5億 60百万円（同 14.9％増）。技術者のニーズは強く、自動車関連企業向け

が、設計開発、生産技術、試験等の分野を中心に伸びた他、半導体製造装置メーカーを含む電気機器業界向けも生産設備関係等で

配属人員が増加。利益面では、営業拠点の増設による営業費用（人件費や不動産費用等）の増加を吸収して増益基調を維持した。 

上期末の技術者員数は前年同期末に比べて 415名増の 1,817名（前期末に比べて 205名増）。 

 

製造請負・受託・派遣事業 

売上高 40億 96百万円（前年同期比 6.0％増）、経常利益 1億 08百万円（同 25.2％減）。業界全体がマイナス成長となる中、同社も一

部の大口顧客の減産の影響を受けた結果、売上が想定したほどには伸びなかった。利益面では、上記の解約に伴う社員寮負担や

有給消化に伴う負担増に加え、技能社員の手当等を強化した事もあり、経常利益が減少した。 

上期末の技能社員数は前年同期末に比べて 94名減の 2,169名（前期末に比べて 199名減）。 

 

業種別売上構成比 
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技術者派遣・請負・委託事業   製造請負・受託・派遣事業 

輸送用機器 51% 
 
電気機器 20.0% 

電気機器 27% 
 
輸送用機器 17.0% 

機械 11% 
 
機械 14.0% 

化学 2% 
 
建材・住宅設備 11.0% 

精密機器 2% 
 
印刷関連 9.0% 

その他 7% 
 
食料品 5.0% 

   
その他製品 3.0% 

   
その他 21.0% 

 

 

 

 

 

 

（３）財政状態及びキャッシュ・フロー（CF） 

配当や法人税等の支払いで上期末の総資産は 63億 24百万円と前期末に比べて 1億 31百万円減少した。流動比率 223.9％（前期

末 204.4％）、固定比率 29.7％（同 30.5％）、自己資本比率 63.2％（同 59.4％）と、財務内容は良好。流動性に富む一方で、長期的な安

定性も有する。 
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財政状態   （単位：百万円） 

  14年 6月 14年 12月   14年 6月 14年 12月 

現預金 2,429 2,377 未払費用 1,447 1,402 

売上債権 2,388 2,412 未払法人税・消費税等 712 491 

流動資産 5,283 5,138 賞与引当金 134 152 

有形固定資産 193 243 負債 2,622 2,329 

無形固定資産 145 127 純資産 3,832 3,994 

投資その他 832 814 負債・純資産合計 6,455 6,324 

固定資産 1,172 1,185 有利子負債合計 - - 

 

キャッシュ・フロー     （単位：百万円） 

  14/6期 上期 15/6期 上期 前年同期比 

営業キャッシュ・フロー（A） 243 341 +98 +40.5% 

投資キャッシュ・フロー（B） -25 -134 -109 - 

フリー・キャッシュ・フロー（A＋B） 217 207 -10 -4.9% 

財務キャッシュ・フロー -289 -267 +21 - 

現金及び現金同等物期末残高 2,105 2,377 +271 +12.9% 

 

 

 

４．2015年 6月期業績予想 

（１）下期及び通期業績予想 

下期連結業績     （単位：百万円） 

  14/6期 下期 実績 構成比 15/6期 下期 予想 構成比 前年同期比 

売上高 9,225 100.0% 12,081 100.0% +31.0% 

営業利益 667 7.2% 1,124 9.3% +68.6% 

経常利益 675 7.3% 1,129 9.3% +67.1% 

四半期純利益 410 4.4% 656 5.4% +59.9% 

 

技術者派遣・請負・委託事業がけん引。製造請負・受託・派遣事業も増収・増益へ 

技術者派遣・請負・委託事業は引き続き旺盛な人材需要が見込まれ、自動車関連企業向けに加え、半導体を含む電気、機械、医療

機器向け等の売上も増加する。4月入社の新卒社員約300名の大半が 5月末までには稼働する見込みで、第4四半期（4-6月）には

配属人数が大幅に増加する見込み。製造請負・受託・派遣事業は、上期は減少傾向にあった技能者数が下期は増勢に転じており、

当面、大口解約のリスクも低い。売上の増加と解約の影響一巡で、経常利益率が前年同期及び上期に比べて大幅に改善する見込

み。 

 

セグメント別売上高・利益     （単位：百万円） 

  14/6期 下期 構成比 15/6期 下期 構成比 前年同期比 

技術者派遣・請負・委託 5,064 54.9% 7,246 60.0% +43.1% 

製造請負・受託・派遣 4,130 44.8% 4,804 39.8% +16.3% 

障がい者雇用促進 5 0.1% 5 0.0% +0.0% 

不動産賃貸事業 26 0.3% 28 0.2% +7.7% 

連結売上高 9,225 100.0% 12,081 100.0% +31.0% 

技術者派遣・請負・委託 542 80.3% 890 78.8% +64.2% 

製造請負・受託・派遣 123 18.2% 242 21.4% +96.2% 

障がい者雇用促進 2 0.3% -11 -1.0% - 

不動産賃貸事業 7 1.0% 8 0.7% +9.3% 

経常利益（構成比は経常利益率） 675 100.0% 1,129 100.0% +67.3% 
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通期連結業績     （単位：百万円） 

  14/6期 実績 構成比 15/6期 予想 構成比 前期比 

売上高 17,645 100.0% 22,000 100.0% +24.7% 

営業利益 1,291 7.3% 1,780 8.1% +37.8% 

経常利益 1,319 7.5% 1,800 8.2% +36.5% 

当期純利益 797 4.5% 1,080 4.9% +35.4% 

 

通期業績予想に変更はなく、6期連続の経常増益を見込む 

セグメント別の予想は、業績拡大をけん引する技術者派遣・請負・委託事業が売上高 130億 36百万円（前期比 35.9％増）、経常利益

14 億 50 百万円（同 40.9％増）。技能者数が増加に転じた製造請負・受託・派遣事業が売上高 89 億円（同 11.3％増）、経常利益 3 億

50 百万円（同 30.1％増）。両事業で増収・増益が見込まれるが、製造請負・受託・派遣事業は上期の苦戦をカバーできず、売上・利益

が下振れする可能性があるが、採用が順調に進み、新卒の早期稼働も見込まれる技術者派遣・請負・委託事業の上振れでカバーで

きる見込み。 

 

期末配当は 1株当たり 35円を予定。記念配 10円を落とし、普通配を 15円増配する考え。通期では記念配 20円を落とし、普通配を

30円増配の 60円となる。尚、同社は安定配当を重視しつつ、業績に連動した配当を実施していく考え。 

 

セグメント別予想     （単位：百万円） 

  14/6期 実績 構成比 15/6期 予想 構成比 前期比 

技術者派遣・請負・委託 9,590 57.7% 13,036 59.3% +35.9% 

製造請負・受託・派遣 7,993 42.0% 8,900 40.5% +11.3% 

障がい者雇用促進 9 0.0% 9 0.0% +0.0% 

不動産賃貸事業 52 0.3% 54 0.2% +3.8% 

連結売上高 17,645 100.0% 22,000 100.0% +24.7% 

技術者派遣・請負・委託 1,029 83.6% 1,450 80.6% +40.9% 

製造請負・受託・派遣 268 16.4% 350 19.4% +30.1% 

障がい者雇用促進 4 -1.6% -16 -0.9% - 

不動産賃貸事業 15 1.6% 15 0.8% -5.0% 

経常利益（構成比は経常利益率） 1,319 5.0% 1,800 100.0% +36.5% 

 

（２）採用と営業の強化で更なる拡大が見込まれる技術者派遣・請負・委託事業 

人材ビジネスの売上高を決める要素は、①社員数、②稼働日数、及び③一人 1日当たりの売上の 3つ。計算式は次のようになる。 

 

 月商＝①社員数（技術者数又は技能者数）×②稼働日数×③一人 1日あたりの売上 

 

製造請負・受託・派遣事業は顧客業種毎に温度差があるが、自動車関連の好調に加え、他の業種でも需要が回復してきた技術者派

遣・請負・委託事業は採用と営業の強化及びマッチング率の向上で下期以降も大幅な増員が見込まれる（上記計算式の①の増加）。 

 

新卒採用の大幅増強と全国規模での新卒内定者向け研修 

2015年 4月入社の新卒技術者は約 300名を予定しているが、新卒採用を大幅増強し、2016年 4月 450名、2017年 4月 600名と、

毎年150名の増員を図る考え。また、早期戦力化に向け、全国に展開するパソコンスクールと連携して全国規模での新卒内定者に対

する 3次元CADのCATIA研修を 2014年 12月から開始した。この 4月入社の 300名の大半が 5月末までに稼働する見込み。通期

で寄与する16/6期は20～30億円の売上貢献が期待できる。尚、足元では新卒でも受け入れてくれる案件等、若手でも対応できる案

件が増えている。企業との積極的な単価交渉により、受注単価も上昇傾向にあると言う。 

 

採用エリア、採用担当社員を増強・増員した中途採用の拡大 

上期は北海道（札幌）と四国（高松）に採用活動を専門に行う採用センターを開設する等、採用拠点を前期の15拠点から22拠点へ拡

大した。中途採用の更なる拡大と新卒社員の稼働で下期の技術社員数は大幅に増加する見込み。 
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（同社資料より） 

 

営業強化により技術者の就業先を増やしマッチング率を向上 

営業担当社員の増員に加え、営業拠点を前期の 14 拠点から 20 拠点へ拡大して技術者派遣領域での新規案件の獲得を推進した。

多様な案件を取り込むとともに、技術者の採用時には、営業所長や、メーカー出身の顧問が積極的に面接に参加することで、技術力

の見極めを行い更なるマッチング率の向上につなげていく。また、新規分野の開拓として、ＩＴや組込みソフトの分野を強化したい考え。

現在、この分野の売上構成比は 1％程度だが、早期に 20～30％へ引き上げたい考え。 

 

子会社 HKTTがインドネシア駐在員事務所を設立（4月 1日予定） 

インドネシア市場での人材ビジネスに関する情報収集等を目的に、子会社の香港虎斯科技有限公司（ＨＫＴＴ）が、4月にジャカルタに

駐在員事務所を設立する。今後、年 1か所程度のペースで拠点を開設していく計画で、台湾、タイ、韓国が市場調査対象。 

 

 

 

５．今後の注目点 

技術者派遣・請負・委託事業が好調だ。稼働技術者数は、この1年間で415名増加と驚異的な伸びを示した。「需要は旺盛だが、人材

確保が思うに任せない」と言うのが、この業界の悩みだが、人材を確保できたところで、職場が自分に合わなければ技術者はすぐに

辞めてしまうし、要求したスキルが無ければ派遣した社員が顧客から突き返されてしまう。稼働技術者数を増やしていくには、営業活

動における顧客ニーズ（必要とするスキル）の正確な把握と、採用活動における応募者のスキルと適正の見極めが必要となる。営業

力と採用力、そしてその結果としてのマッチング力が同社の強みであり、15/6期上期は営業拠点及び採用拠点を増設し営業力・採用

力に磨きをかけた。 

 

尚、現在の中途採用の状況を考えると、今期中途採用した社員がフルに稼働する来期は 40～50 億円の売上押し上げ効果が期待で

き、2015年4月入社の新卒の寄与も20～30億円見込めると言う。これらを合算すると、70～90億円の増収が見込まれる。また、ハイ

エンドなスキルを持った人材に対するニーズが強い事は言うまでもないが、昨今では、経験の浅い社員や新卒社員でも配属が可能

な案件が増えており、新卒社員（技術者）の時給単価も上昇している模様で、収益性の改善も期待できる。この結果、来期は中期経

営計画の上限である売上高 300億円、経常利益 30億円を超える可能性が高いと思われる。 
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